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フォントは、
和文「UDデジタル教科書体 NP-R」
英文「Times New Roman」で設定してあります。
異なるフォントで入力してあり、特別な理由等の申請がない場合は、
研究部での校正時に修正させていただくことがあります。 

今年度ははPDF化してHPに掲載、A０に印刷して校内に掲示します。
以下の点に留意して作成してください。

☆遠くから見ても読みやすいポイント数で。（44～66の間で）

【見本】 44ポイント ～ 54ポイント ～ 66ポイント
（おすすめのポイントは54ポイントです）

☆文字は入れすぎると読みにくくなるので、
文字を入れすぎないように留意してください。

☆図はある程度大きくしておく。
※小さすぎると崩れます。
また、原データが小さすぎると、ポスター印刷したときに
出なくなる可能性があります。

☆過去の事例は、ガルーンのスペースに後日挙げておきますので、
参考にしてください。

研究目的

本研究は、オノマトペの課題プリントの実施を通して、知的障がいがある生徒の言語発達にお
ける語彙獲得の傾向や特性を明らかにすることを目的とする。さらにそれぞれの生徒の特性を
ふまえ、正確な語彙獲得を支援するための指導法を開発し、その効果を検証することをめざす。
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研究方法

１．対象
語彙の獲得や発音、発声に課題がある高等部生徒５名を対象とした。
２．期間
令和７年9月から令和７年12月
３．方法
１）３つの検査の実施
現状どれぐらいの語彙を獲得しているのか、語彙を獲得するまでにどのような課題があるのかを把握する必要が
ある。そのために語音明瞭度検査、発音明瞭度検査、PYT-R絵画語い発達検査を行った。
２）オノマトペ課題プリントの実施
生活に身近な【動物】【乗り物】のカテゴリーのオノマトペをどれぐらい知っているのか、オノマトペに関連す

る語彙をどれぐらい知っているのかを把握するために課題プリントを行った。
４．倫理的配慮
本研究は大阪教育大学倫理委員会において倫理審査（25128）の承認を受け、保護者・本人の同意のもと行われて

いるものである。

研究結果

１．全ての生徒が発音明瞭度の正しく聞き取れた割合よ
り、語音明瞭度の正答率の方が高い結果となった。また
語音明瞭度検査の結果と発音明瞭度検査の結果から生徒
５名に共通している点として、特殊音節そして濁音、半
濁音への苦手さが見られた。

２．オノマトペ課題プリントの実施結果より、無記入率
が低いにもかかわらず、正答率も低いものがあった。例
えばカテゴリー【乗り物】にある『きゅうきゅうしゃ』
がそれに当てはまる。特徴として長音、半濁音の誤りが
多くあった。よってオノマトペにおいても特殊音節や半
濁音、濁音の苦手さが現れる結果となった。

カテゴリー【乗り物】正答率

カテゴリー【乗り物】無記入率
考察・今後の展望

１．考察
各検査結果が比例していないことから理解語彙が多くても、いざ表記すると間違えてしまうことがあると示唆され

る。理解語彙が使用語彙になる指導支援をする必要がある。また生徒によって課題となる音にそれぞれの特徴がある。
そこには生徒それぞれの実態や発音や聞き取りの特性などが影響していると示唆される。
２．今後の展望
今回扱ったオノマトペを理解することはそれに関連する語彙について獲得することに繋がる。よって今後は様々な

オノマトペの理解を促し、今回の研究で得られた実態をもとに、それぞれの実態に応じた指導支援について検討し、
実践していくことをめざしたい。
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